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ドイツ語I·lOla ウヴェ ・ プロイクシャ ー ト
ドイツ語I-lOlb 山本 潤
ドイツ語1-lOlc 山本 潤
ドイツ語I-102a 古屋 裕 一
ドイツ語I-102b レオポルト・シュレンドルフ




100 『人文学報(J1mbun Gakuho)』No.514-14独語・独文学 (2018年）
ドイツ語I-103c レオポルト ・ シュレンドルフ
ドイツ語I-201a 西野 路代
ドイツ語I-20lb 藤） 11 直也
ドイツ語I-202a 藤） I[ 直也
ドイツ語I-202b ニ ー ナ ・ カネマツ


























ドイツ語II-SOla 西野 路代 前期
ドイツ語II-SOlb 西野 路代 後期
ドイツ語II-803a 小野 森都子 罰期
ドイツ語II-803b 小野 森都子 後期
ドイツ語II-804a 米本 晶 前期
ドイツ語II-804b 米本 晶 後期
教養科目群 文化 ・ 芸術 ・ 歴史
ドイツ語圏の文化 山本 澗 〔前期〕
文学概論 古屋 裕一 ［後期］
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専門教育科目（都市教養学部人文・ 社会系国際文化コース欧米文化論分野ドイツ語圏文化論）
ドイツ語圏文化演習 ＊ 古屋 裕一 ［通年〕w. ベンヤミン『ドイツの人びと』精読
ドイツ語圏文化演習 ＊ 園田 みどり ［通年〕新聞雑誌(2017年）における文化・
社会閣連記事の分析 ・ 考察• 発表
上級ドイツ語＊ レオポルト ・ シュレンドルフ 〔前期］［後期〕
ドイツ語圏文化論A* 古屋 裕 一 〔前期〕フランツ・ カフカ 『城』精読
ドイツ語圏文化論B* 古屋 裕ー ［後期］フランツ・ カフカ『城』精読
ドイツ語学概論A 保阪 靖人 〔前期］ トイツ語構造の考察
ドイツ語学概諭B 保阪 靖人 〔後期］ドイツ語構造の考察
ドイツ語会話I アンドレア ・ ミヤモト 〔前期〕〔後期］
ドイツ語会話II アンドレア ・ ミヤモト 〔前期〕［後期］
ドイツ語圏文学演習 ＊ 圏田 みどり ［通年〕速読演習およひクライスト『チリの
地震』精読
ドイツ語圏文化史A* 山本 潤、 レオポルト ・ シュレンドルフ ［前期〕世紀
転換期と世紀末
ドイツ語圏文化史B* � 本 潤、 レオポルト ・ シュレンドルフ 〔後期］世紀
転換期と世紀末
ドイツ語作文I ニ ー ナ ・ カネマツ 〔前期］
ドイツ言吾作文II ニ ー ナ ・ カネマツ ［後期〕
ドイツ語圏文学詮A* 瀬尾 育生 〔前期〕ュンガー 『苦痛について』講読
ドイツ語圏文学論B* 瀬尾 育生 ［後期〕『マルコによる福音書』講読
ドイツ語圏文化論A* レオポルト ・ シュレンドルフ ［前期〕自叙伝とオー トフ
ィクション
ドイツ語圏文化論B* レオポルト ・ シュレンドルフ ［後期］自叙伝とオー トフ
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ィクション
ドイツ語圏特殊講義＊ 山本 潤 ［通年］中世ドイ ツ文学入門
ドイツ語学演習 ＊ 福本 義憲 ［前期〕 E.T.A. ホフマン 『寂れた家』講読
ドイツ語史＊ 福本 義憲 〔後期〕 ト イ ツ語の成立
上級ドイツ語 日名 淳裕 〔前期〕〔後期〕 イ ルゼ ・ アィヒン カー作品精読
ドイツ語学特殊講義＊ 山本 潤 ［通年］『ニ ーヘルンゲン の歌』講読












ドイツ語圏文化論研究 ・ ドイツ語圏文化論特論＊ 古屋 裕 一
〔前期）［後期〕 w. ヘンヤミン 『ドイ ツの人びと』精読
ドイツ語圏文化論研究 ・ ドイツ語圏文化論特論＊ 園田 みどり
〔前期〕〔後期］ナチ政権下における抵抗文学
ドイツ語圏文化論研究・ ドイツ語圏文化論特論＊ 古屋 裕一
〔前期〕［後期］フラン ツ ・ カフカ 『城』精読
ドイツ語学ドイツ文学研究・ ドイツ語学ドイツ文学特論＊ 圏田 みどり
〔前期〕〔後期］読解基礎演習
ドイツ語圏文化論研究・ ドイツ語濁文化論特論＊ 山本 潤、 レオポルト ・ シ
ュレンドルフ
［前期）〔後期］世紀転換期と世紀末
ドイツ語学ドイツ文学研究・ ドイツ語学ドイツ文学特論＊ 瀬尾 育生
［前期］ュンガー『苦痛について』講読
〔後期）『マルコによる福音書』講読
ドイツ語厖文化論研究 ・ ドイツ語圏文化論特論＊ レオポルト ・ シュレンドルフ
〔前期〕 〔後期〕 自叙伝とオー トフィクション
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ドイツ語学ドイツ文学研究 ・ ドイツ語学ドイツ文学特論＊ 山本 潤
〔前期〕 〔後期〕中世ドイツ文学入門
ドイツ語圏文化論研究 ・ ドイツ語圏文化諭特論＊ 福本 義憲
〔前期〕 KTAホフマン『寂れた家』講読
ドイツ語学卜‘イツ文学研究 ・ ドイツ語学ドイツ文学特論＊ 福本 義憲
〔後期〕 ドイツ語の成立
中世ドイツ語学文学研究 ・ 中世ドイツ語学文学特論＊ 山本 潤
［前期〕 ［後期〕『ニ ーベルンゲンの歌』講読
現代 ドイツ言語学研究｀現代 ドイツ言語学特論＊ 藤縄 康弘
〔前期〕 〔後期〕 ドイツ言語学
ドイツ語圏文化論研究・ ドイツ語圏文化論特論＊ 丘沢 静也
〔前期〕 ［後期〕マンネリズムの研究
修士論文指導（ 独文） 園田 みどり 、 古屋 裕 一 、 山本 襴、 レ オポルト ・
シュレ ンドルフ
博士論文指導（ 独文） 園田 みどり 、 古屋 裕一 、 山本 潤 、 レ オポルト ・
シュレ ンドルフ
3. 卒業論文題目
一瀬 真由 時代 と知覚の変容 ベンヤミンを現代 で考える一
須田 夏海 『ニ ーベルンゲンの歌』 のプリュンヒルトを巡る欺睛と復讐
山口 星那 オー ストリア ＝ハンガリー 帝国時代における「オー ストリア的J
と第一 次世界大戦後の「ハプスブルク神話」
渡邊 健太 『LALA LAND』との比較からみる『若きヴェルテルの悩み』の
恋の行方




的構造、『ドイツ文学』 第154号、日本独文学会、 18-39頁、 2017年5月
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［論文］オー ストリアにおける「ドイツ国民叙事詩」 研究—『ニ ー ベルンゲンの
歌』の「オー ストリア性」、 日本独文学会研究叢書126号「『人殺しと気狂いた
ち』の翌宴あるいは戦後オー ストリア文学の深層」、 日本独文学会、 10-26頁、
2017年10月
レオポルト ・シュレンドルフ（計3点）
［学術書編集] Autofiktion heute. Zur literarischen Konstitution des 
autobiographischen Subjekts in der deutschen Gegenwartsliteratur. Hrsg. 
von Leopold Schliindorff. Studienreihe der Japanischen Gesellschaft for 
Germanistik 122. Tokyo 2017, 
online unter: http://www.jgg.jp/pdf/updata/SrJGG 122.pdf 
［ 論 文] Die lnszenierung des fremden Ichs. Thomas Glavincis 
autobiographisches Maskenspiel vor den Kulissen der Medienbiihne. In: 
Nachleben der Toten. Autofiktion, hrsg. von der Japanischen Gesellschaft for 
Germanistik unter der Leitung von Hiroshi Yamamoto und unter 
Mitwirkung von Mechthild Duppel-Takayama, 紅ne Klawitter, Masanori 
Manabe, Thomas Pekar und Thomas Schwarz. Miinchen (Iudicium Verlag) 
2017, S. 174- 190. 
［論文] Die sogenannte Welt wei13 die Wahrheit. Zur Selbstthemat�sierung 
des schriftstellerischen Miiglichkeitsmenschen im medialen Diskurs. In: 
Autofiktion heute. Zur literarischen Konstitution des autobiographischen 
Subjekts in der deutschen Gegenwartsliteratur, hrsg. von Leopold 
Schliindorff. Studienreihe der J apanischen Gesellschaft for Germanistik 122. 
Tokyo 2017, online unter http://www.jgg.jp/pdf/updata/SrJGG 122.pdf, S. 76 -
92. 
犬飼 彩乃（計1点）
［論文] Li.igende Figuren. Uberlegungen zum Verh註ltnis von Fakten und 
Fiktion im Roman Indigo von Clemens J. Setz und dem fri.ihen Wittgenstein. 
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［口頭発表] Memory and Oblivion. Apocalyptic Structure Formed m 
Nibelungen-Book, International Symposium "Creation and Destruction of 
the World", ブルガリア ・ ソフィア大学、 2017年11月 3 日
レオポルト ・シュレンドルフ（計1点）
［口頭発表] ,,The End of the End". Apocalyptic Thinking in a Postmodern 
Context. International Symposium "Creation and Destruction of the World", 
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